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社長メッセージ President’s Message

フリーデングループのSDGs SDGs

改革と挑戦で、新たな時代へ

フリーデングループは、創業の志と企業理念を忘れず、
2030年に向け新たなビジョンを掲げ、SDGsを推進します

代表取締役社長

小俣 勝彦
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企業理念 Corporate Philosophy

「安全・安心・おいしさ」
JGAP認証を取得した牧場の養豚管理システムを基に、本物を追求するドイツの伝統を受け

継いだハム・ソーセージの製造技術、消費者のニーズを先取りした安全重視の商品開発まで、

すべては「安全・安心・おいしさ」という理念を具現化したものです｡

2012 年
第 51 回農林水産祭で「天皇杯」受賞
　「天皇杯」は、農業関係の最高峰の賞。一貫システムによる

高い品質管理・衛生管理を推進し、先端技術を取り入れ

第６次産業の経営スタイルを確立するとともに、飼料用米

への取り組みなど地域貢献が高く評価されたものです。

フリーデンは、「安全・安心・おいしさ」をお届けするために、
養豚・加工・販売から飲食店経営までを、自社で一貫して行っています。
代表する豚の名前は、「やまと豚」。
豊かな自然に囲まれた牧場で、最先端の技術と衛生管理のもと育てら
れる、日本の豚と呼ぶにふさわしいブランド豚です。

2015 年には、国際味覚審査機構の審査会において三ツ星を受賞。
以来、連続で三ツ星をいただき、そのおいしさは世界でも認められて
います。
現在、すべての肥育牧場は JGAP 認証を取得。
厳格な牧場管理体制により極めて高い安全性を実現しています。

日本で生まれた豚を日本で育て、日本で加工し、日本の食卓へ。

Japanesefarm to Table!
それが、フリーデンです。

フリーデン
グループの取組

「安全・安心・おいしさ」を

さらに追求する

より一層みんなが安心して
働ける職場で、会社が継続して
発展するために具体的な
目標を掲げて進んでいく

人と環境にやさしい

企業であり続ける

持続可能な生産・製造・販売・
消費を推進します

ジェンダー平等を推進し、
全従業員が活躍できる
企業であり続けます

働きがいのある仕事を通じて
従業員とともに成長し続ける
企業を目指します

気候変動を減少させる養豚農業を
具体化するために個人および
組織の対応能力を高めます

養豚農業を通じて
生物多様性の維持と
保全を推進します

あらゆる可能性を模索し、
すべての人々との良好な

パートナーシップで平和な社会を
次世代に繋げる努力を続けます

これまでの価値観やビジネスモデルの通用しない時代に入りました。さらなるグローバル化の

進展とともに、国内農業者の高齢化や食料自給率の低迷、温暖化による気候変動や国際情勢の

混迷など、私たちを取り巻く状況は刻一刻と変化しています。

地域環境への配慮や、未来を担う人材の育成をはじめ、さまざまな企業課題にスピード感をもっ

て対応し、「改革と挑戦」をより具体的に推進していくとともに、食の「安全・安心・おいし

さと豊かさ」を追求してまいります。



牧場から食卓まで

ハム・
ソーセージ
工場

物流
センター

神奈川食肉センター
ISO22000

岩手畜産流通センター
ISO9001：2015

群馬県食肉卸売市場
SQF認証

伊勢原工場
ISO9001：2015

JGAP認証農場

大平牧場
梨木牧場
大東牧場
みなみよ～とん
森吉牧場
都路牧場

「安全・安心・おいしさ」を約束するフードチェーンシステム

肥育牧場種豚牧場 お客様営業部

商品開発
レストラン

食肉センター
（公的機関）

JGAP ISO 22000 ／ ISO 9001：2015

第1次＋第2 次＋第3次＝第6次産業創出企業

第１次産業 第２次産業 第３次産業
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やまと豚。
フリーデンの豚は、世界が認める「日本の豚」です。

やまと豚のおいしさの理由

国際味覚審査機構の審査会で2015年より連続三ツ星獲得！

「やまと豚」は、日本の自然豊かな牧場

で、日本の最先端の技術と衛生管理の

もとに産まれ育てられます。育種改良

が常に行われ、日本人の味覚に合わせ

た肉質へ改善。日本で高く評価される

とともに、2015年から連続で国際味

覚審査機構の審査会において三ツ星を

獲得しました。「日本の豚」という意味

が込められた「やまと豚」は、世界でも

認められたのです。

おいしさを大きく左右するのは、環境、飼料、そして血統。
日本人の繊細な味覚に合う味と肉質を、日々追求しています。

国際味覚審査機構は、ベルギーに本部を置く、「食品のミシュランガイド」とも言われている組織。
審査員は一流シェフやソムリエが務め、全ての審査はブラインド方式で行われます。
やまと豚は国産豚肉としては日本初となるダイヤモンド味覚賞を受賞しました。

2003年　神奈川県農林水産祭で「農林水産大臣賞」受賞
2011年　第18回ぐんまふれあいミートフェスタ県枝肉共励会で「総合の部最高賞」受賞

牧場から出る良質な堆肥を使い、休耕田等で飼料用の米を栽培。
その米で豚を育てるという地域循環型農業を行っています。その
豚の名前は、「やまと豚米らぶ」。オレイン酸が多く、リノール酸
が少ないことがわかっています。

神経質な豚に配慮し、
豊かな自然の中、
最先端の設備・技術・
ノウハウで育成。

トウモロコシを
主原料とした

フリーデン独自の
指定配合飼料。

三元静止交配という
手法を採用し、
育種改良を

進めながら肉質を
コントロール。

2008年
第38回食品産業技術功労賞
（食品産業新聞社主催）で
技術・アイディア賞受賞やまと豚の特徴

● 肉質はキメが細かく、柔らかい。
● 赤身にクセがなく、上品な旨みがある。
● 脂肪はあっさりしていて甘く、風味がよい。

日本のお米を食べて育った「やまと豚米らぶ」
まい

豚肉の脂肪酸組織に与える影響

オレイン酸の量 (%)
100

42.0 43.550

通常のえさ
を与えた豚

飼料用米を
与えた豚

リノール酸の量 (%)
10 9.2

7.6

5

通常のえさ
を与えた豚

飼料用米を
与えた豚

※2009 年 7月　畜産草地研究所
「飼料用米の生産技術・豚への供給技術」より
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1. 優秀な種豚を創造する種豚牧場
■厳格な衛生管理

フリーデンでは、原々種豚から徹底管理した育種改良と飼育を行っています。 品種は、雄系には強健性
があり肉回りの優れたデュロック種を、母系には子育てがうまく健やかな発育をするランドレース種と 
大ヨークシャー種を採用。「三元静止交配」という手法を取り、肉質をコントロールしています。 

広大な自然の中に建つ近代的な設備。それがフリーデンの肥育牧場です。JGAPおよび農場HACCPシ
ステムのガイドラインに沿って厳しく衛生管理が行われています。そこで、優れた資質を持つ親豚同士
の人工交配が行われ、元気に誕生した豚がのびのびと育っていくのです。

入場制限や防疫マニュアルにより衛生対策を
行っています。車両は、洗浄エリアを通過しな
ければ入場できません。また、細部まで洗浄が
義務付けられています。

■進化する育種改良

日本人の味覚に合わせた肉質を追求して、新技術やノウハウ
を導入し続けるフリーデン。育種改良は常に前進しています。 ■新たな技術の導入

豚のことを考えて、働く人のことを考えて、最新の技術を積極的に導入しています。

自動洗浄ロボット
動きを記憶させシステマティックに清掃。
省力化・時間と水の節約が可能に。

ソートシステム
体重を自動計測するシステム。豚が自由に
動ける環境が生まれ、豚のストレス軽減に。

自動計量餌タンク
飼料の重量を自動計量できるので、
発育の良否が予測可能に。

窒素タンク導入
系統保持・育種改良のために精液を凍結保存。

SGI 社と提携
米国から純粋種を購入し、委託す
るとともに改良ポイントに合わせ
た精液も輸入。

http://www.swinegenetics.com/

■三元静止交配

［ 強健性と肉回りの優れた ］

デュロック種

［ 子育てがうまく健やかな発育をする ］

ランドレース種

大ヨークシャー種

W / L

フリーデンの「安全・安心・おいしさ」は、
すべて「一貫システム」が生み出すのです。

2. JGAP認証取得の肥育牧場
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交配

交配

農場 HACCP システムに基づき、極めて厳格な衛生管理体制を確立し
てきました。2018 年にはこの体制を活かし、世界の潮流を見据えた
総合的な生産管理基準である JGAP 認証を 6 つの肥育牧場で取得しま
した。

農場HACCPシステムとは？
健康的で安全な家畜を生産するために危害
要因を分析、必須管理点を設定してリスク
管理を行なう手法です。

JGAPとは？
欧州を中心に世界基準として普及してきた
GAP（Good Agr icu l tura l  P ract ice）とい
う手法を、日本の農業の実情に合わせて整
備したもので、農林水産省が推奨している
最新の農業生産工程管理手法です。



伊勢原工場は ISO9001：2015認証を取得しています。

センター内は一定の低温に
保たれています。

専用トラックで販売店や
ハム・ソーセージ工場へ。

2004 年～
　
2010 年

　
2012 年
　
2012 年

　
2022 年

2023 年

「ハム・ソーセージ」金賞を本年まで連続受賞
　
「やまと豚ポークハンバーグ（おろしソース）」・
「やわらか煮込みハンバーグ（デミソース味）」金賞受賞
　
10回連続金賞受賞によりシルバー賞受賞
　
「ハム工房都路」
5回連続金賞受賞によりブロンズ賞受賞
　
梨木農場とタカナラ農場を統合、総称「梨木農場」となる
IFFA日本食肉加工コンテストにおいて初出品で金賞受賞
 ITI（国際味覚審査機構）コンテストで
「やまと豚」が8年連続三ツ星獲得
併せて「骨付きハム」が6年連続三ツ星獲得

ITI（国際味覚審査機構）コンテストで
「骨付きハム」が7年連続三ツ星獲得　
ダイヤモンド味覚賞受賞
併せて「やまと豚」が9年連続三ツ星獲得

3. 管理の行き届いた食肉センター　

■HACCPの理念に基づいた作業

牧場から出荷された「やまと豚」は、最高水準の衛生管理と温度管理のもと、と畜・カット処理を施し、
厳しい品質チェックの後、迅速に物流センターに運ばれます。

4. 迅速でタイムリーな対応を実現する物流センター
カットされた「やまと豚」は、最新の保冷機能を備えた物流センターで仕分けされ、迅速にスーパー・精
肉店やハム・ソーセージ工場へ配送されます。

ドイツの伝統製法を学んだハム職人が、「やまと豚」のおいしさを最大限に生かしたハム・ソーセージを
丹念につくり上げています。その品質と味は、日本で世界で高く評価されています。

■商品づくりへの強いポリシー

フリーデンのハム・ソーセージ工場は、設立当初から「素材のもつおいしさを生かした商品づくり」がコンセプト。
不要な添加物は使用しない、コストダウンのための増量はしない等、本当のおいしさを届けるためにかたくな
にこだわり続けています。

■ドイツの国際的食品競技会 DLGコンテストで高評価

5.「やまと豚」のおいしさを生かすハム・ソーセージ工場
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自主検査室を設け、専門の
係員が入念に自主検査。

搬入～カット～出荷まで全
工程を一括管理。

牧場から、
専用トラックで出荷。

食肉センターに搬入。 エアシャワーの徹底。

厚木デリバリーセンター



6. 日本中の食卓に「安全・安心・おいしさ」を届ける営業部

■衛生管理と品質管理を科学的にサポートする「エス・エム・シー」

神奈川・群馬・名古屋・大阪に営業所を置き、全国に広がるフリーデンの営業ネットワーク。店舗に密着し、
お客さまのニーズに誠心誠意の対応をしながら、日本中の食卓に「安全・安心・おいしさ」を届けています。

安全・安心への科学的アプローチ

フリーデンでは、エス・エム・シーという独自の検査機関が生産から
販売に至る過程の衛生管理と商品管理をサポートしています。常に
細菌・血液・糞便などの検査を実施。検査結果は速やかにフィード
バックされ、改善されるシステムになっています。

■日本初！トレーサビリティシステムの一環としてDNA技術を応用

一般社団法人家畜改良事業団とともに「やまと豚」と証明できるDNA診断技術を確立。トレーサ
ビリティシステムに応用されています。現在、一関種豚センターで生まれた父親豚のDNAは、
DNAバンクに大切に保管されています。

■営業ネットワーク

11 12

群馬営業所

名古屋営業所

1

1

2

3

4

5

6

2
3

4

6

本社

平塚 SC

量販事業部・特販事業部

大阪営業所

本社 （神奈川県平塚市）

量販事業部・特販事業部  （神奈川県平塚市）

平塚 SC （神奈川県平塚市）

群馬営業所（群馬県前橋市）

大阪営業所（大阪府大阪市）

名古屋営業所（愛知県あま市）
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7. これからの食マーケットをリードする商品開発センター
フリーデンは、「やまと豚」を主原料にした商品を企画・開発しています。料理人・管理栄養士・販売企画
担当の社員などがプロジェクトを組み、多様化する消費者のニーズと時代に応えるとともに、これから
の食マーケットをリードする新しい商品を日々提案しています。

8. 食の楽しさを広く提案する外食事業

14

商品開発に妥協はありません。 試食モニター調査で商品をブラッシュアップ。

ハンバーグなどの肉惣菜からオードブルまで、フリーデンは多くの商品を世の中に送り出しています。

生産者直営のレストランとして「やまと豚」本来の美味しさを提案。
ららぽーと湘南平塚に「とんかつやまと」を出店しています。

［ とんかつやまと ］
「やまと豚の生産者直営」をコンセプトに出店した、とんかつ専門店です。
素材の良さを最大の強みに、メニュー構成とサービスで差別化を図り、
地域に根ざした人気店になっています。

■外食産業向け商品を開発するダイワフーズ

フリーデンの関連会社ダイワフーズでは、ミート食材を中心に外食産業向け商品をオリジナルで
開発。レストランやファストフード店、学校給食や産業給食などへ提供しています。
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「安全・安心・おいしさ」を届けることは、
食卓を笑顔で豊かにすること。
　　　　それが、フリーデンブランドです。



地域の環境保護のために、
排泄物の処理を徹底。

　
尿は、微生物の働きによって浄化。
悪臭を取り除きます。その後、最先

端の排水処理を施します。

地域のために、地球のために、未来のために。
フリーデンはCSR活動を推進しています。
企業は社会の一部。
地域への貢献、地域環境の保護など、
フリーデンは未来をしっかりと見据えてCSR活動を推進しています。

フリーデンの地域循環型農業

CSRに関する
フリーデンの基本思想

1.  法令や企業倫理の遵守
2. 企業として地域への貢献
3. 地域環境の保護
4. 誠実な顧客対応の徹底

　※CSR＝Corporate Social  Responsibi l i ty フリーデンの地域循環型農業「飼料米
プロジェクト」は、日本の農業と食の
新たな可能性として、その技術と実用
性が高く評価されています。
　
2010年　第7回 畜産技術協会賞受賞

3 大東牧場

7 梨木牧場

4 みなみよ～とん

6 大平牧場5 森吉牧場

フリーデンの牧場は、豊かな自然の中にあります。

いわい種豚場2一関種豚センター1

一関種豚センター（岩手県一関市）

フリーデンいわい種豚場（岩手県一関市）

大東牧場（岩手県一関市）

みなみよ～とん（岩手県岩手郡）

森吉牧場（秋田県北秋田市）

大平牧場（群馬県吾妻郡）

梨木牧場（群馬県桐生市）

フリーデン都路牧場（福島県田村市）

7

4

2
31

5

6

8

3
4

1
2

5
6
7
8フリーデン都路牧場8

糞はコンポスト化。
有機質の発酵豚糞堆肥

として活用。

休耕田や転作田で
飼料用の米を栽培。

　
2003年から一関市大東町とフリーデンは
地域循環型農業「飼料米プロジェクト」に
取り組み、地元の人たちの協力を
得て、地域の活性化と生態系の
保全に貢献しています。

「やまと豚米らぶ」
として食卓へ。

飼料用米

有機肥料

高品質豚肉生産

牧場

飼料用米生産

遊休水田

地域の活性化と
飼料用米生産の
拡大のための
地域循環型農業

緑化率向上のための植樹

地域への公害対策のための
浄化処理・糞の
コンポスト化

17 18

その米を
飼料として
豚を飼育。



すべての社員がそれぞれの力を発揮できるように、
社員研修を充実させています。

フリーデンをもっと理解してもらうために、
積極的なコミュニケーション活動を行っています。

19 20

若手社員は社会人としての基本を、中堅社員は職場での自分の持ち味や個性を再確認する場として社員
研修を行っています。そのほかアメリカでの1年間の海外留学制度をはじめアメリカ・ヨーロッパ・アジ
アを中心に海外研修も年に数回行っています。

FM横浜の番組提供、イベント出展、スポーツ選手やチームへのサポートなど、さまざまなコミュニケー
ション活動を行っています。フリーデンという企業をもっと理解してもらい、さらなる「安全・安心・お
いしさ」の実現につなげていきたいと考えています。

■毎年出展のスーパーマーケット・トレードショー

■フリーデンが協賛するスポーツ選手やチーム・大会など

■アメリカ・ヨーロッパ・アジアへの海外研修

■中堅社員研修

■１年間の海外留学制度

■若手研修

組織が優れた人を育み、
　　　人が豊かな組織を育てる

「

」

写真提供：湘南ベルマーレ



曽我の屋養豚（株）を設立　
日本初の多頭養豚システムを確立

清川種豚センター開設

梨木牧場・タカナラ牧場開設

大東牧場開設

神奈川県伊勢原市にハム・ソーセージ工場開設

曽我の屋農興（株）に社名変更

一関種豚センター開設
エス・エム・シー（株）設立

大和農興（株）に社名変更

平塚工場開設

（株）フリーデン都路牧場開設

（株）ダイワフーズ設立

（農）南山形養豚組合と提携

（株）ハム工房都路設立

株式会社フリーデンに社名変更

（有）東和牧場と提携
(有）吾妻牧場・（有）大平牧場と提携

「やまと豚」販売開始

豚肉創作料理やまと 銀座本店オープン
北関東事業部開設

東海事業開設

商品開発センター開設
東北事業部開設

いわい種豚場開設

豚肉創作料理やまと 横浜ランドマーク店オープン

森吉牧場と提携
伊勢原工場が「ISO9001:2000認証」取得
フリーデン奨学生制度制定

飼料用米飼育「やまと豚米らぶ」販売開始　
DLG食品コンテストでハム・ソーゼージが5年連続
金賞受賞
併せて最優秀ブロンズ賞受賞　
豚肉創作料理やまと 南青山店オープン
第38 回食品産業技術功労賞で「やまと豚米らぶ」が
技術・アイデア賞受賞

1960  年

1966  年

1971  年

1977  年

1979  年

1982  年

1985  年

1986  年

1988  年

1993  年

1995  年

1996  年

1997  年

1998  年

2000  年

2001  年

2002  年

2003  年

2004  年

2005  年

2006  年

2007  年

2008  年

　

DLG食品コンテストでハム・ソーセージが4品金賞・3品銀賞受賞

DLG食品コンテストで3品金賞・3品銀賞・2品銅賞受賞
併せてコンビニエンスフード部門で3品金賞受賞 

第18回群馬県枝肉共励会で農林水産大臣名誉賞受賞
関西事業部開設

第41回日本農業賞で優秀賞受賞
肥育6牧場が「農場HACCP認証」取得
第61回全国農業コンクールで名誉賞（農林水産大臣賞）受賞
第51回農林水産祭で天皇杯受賞

iTQi（国際味覚審査機構）で「やまと豚」が三ツ星獲得
第24回食品安全安心・環境貢献賞で奨励賞受賞

iTQi（国際味覚審査機構）で「やまと豚」が2年連続三ツ星獲得

iTQi（国際味覚審査機構）で「やまと豚」が3年連続三ツ星獲得により
クリスタル味覚賞受賞
併せて「骨付ハム」が三ツ星獲得

肥育6農場が「JGAP認証」取得
iTQi（国際味覚審査機構）で「やまと豚」が4年連続三ツ星獲得
併せて「骨付ハム」が2年連続三ツ星獲得

フリーデンとして「JGAP団体認証」取得
ITI(国際味覚審査機構)コンテストで「やまと豚」が5年連続三ツ星獲得
併せて「骨付ハム」が3年連続三ツ星・クリスタル賞受賞

ITI（国際味覚審査機構）コンテストで「やまと豚」が6年連続三ツ星獲得
併せて「骨付ハム」が4年連続三ツ星獲得

ITI（国際味覚審査機構）コンテストで「やまと豚」が7年連続三ツ星獲得
ダイヤモンド味覚賞受賞
併せて「骨付ハム」が5年連続三ツ星獲得

梨木農場とタカナラ農場を統合、総称「梨木農場」となる
IFFA日本食肉加工コンテストにおいて初出品で金賞受賞
 ITI（国際味覚審査機構）コンテストで「やまと豚」が8年連続三ツ星獲得
併せて「骨付きハム」が6年連続三ツ星獲得

 ITI（国際味覚審査機構）コンテストで
「骨付きハム」が7年連続三ツ星獲得　
ダイヤモンド味覚賞受賞
併せて「やまと豚」が9年連続三ツ星獲得

2009  年

2010  年
　 　

2011  年
　 　

2012  年

　

2 0 1 5 年
　 　

2 0 1 6 年

2 0 1 7 年

　

2 0 1 8 年

　

2 0 1 9 年

　

2 0 2 0 年
　

2 0 2 1 年

2 0 2 2 年

2 0 2 3 年

沿革

会 社 名

代表取締役社長

本 社 所 在 地

電 話 番 号

ウ ェ ブ サ イ ト

資 本 金

売 上 高

設 立 年 月 日

従 業 員 数

事 業 内 容

株式会社フリーデン

小俣　勝彦

神奈川県平塚市南金目227

0463-58-0123

http://www.frieden.jp/

1億円

221億81百万円（2023年3月期）

昭和35年5月13日

226名（2023年3月期）

豚肉の生産・加工・販売
仔豚・活豚等の生産・販売
ハム・ソーセージ及び調理済食肉加工食品の製造販売
飲食店の経営 

会社概要

■ 本社

　　

■ 営業

　 平塚 SC

　 商品部

　 量販事業部・特販事業部

　 群馬営業所

　 大阪営業所

　 名古屋営業所

■ 製造 ( 直営 )

　 伊勢原工場

　 平塚工場

　 静岡工場

■ 製造 ( 提携 )

　 ( 株 ) ハム工房都路

■物流・業務

　 厚木 DC

　 神奈食 PC

■ 生産 ( 直営 ) 種豚センター

　 一関種豚センター

■ 生産 ( 直営 ) 牧場

　 梨木牧場

　 大東牧場

　 フリーデン都路牧場

■ 生産 ( 提携 ) 種豚場

　 ( 有 ) フリーデンいわい種豚場

■ 生産 ( 提携 ) 牧場

　 みなみよ～とん ( 株 )

　 ( 株 ) 大平牧場

　 ( 有 ) 森吉牧場

■ 関連企業

　 ( 株 ) フリーデンダイニング

　 ( 株 ) ダイワフーズ

〒259-1201　神奈川県平塚市南金目 227

　

〒259-1201　神奈川県平塚市南金目 1058

〒259-1201　神奈川県平塚市南金目 236-2

〒259-1201　神奈川県平塚市南金目 236-2　

〒379-2134　群馬県前橋市力丸町 482-2

〒530-0021　大阪府大阪市北区浮田 1-1-20 アサヒビル本館 401　　

〒490-1211　愛知県あま市篠田稲荷 78　　　　　　　

〒259-1147　神奈川県伊勢原市白根 6-1　　　

〒259-1201　神奈川県平塚市南金目 236-2　　　

〒421-0116　静岡県静岡市駿河区光陽町 7番地　

　　

〒963-4312　福島県田村市船引町船引字源次郎 218　　　

〒243-0026　神奈川県厚木市下津古久 91　湘南物流センター１F

〒243-0022　神奈川県厚木市酒井 900　神奈川食肉センター内

〒021-0102　岩手県一関市萩荘八瀬 62

〒376-0143　群馬県桐生市黒保根町宿廻 1213     

〒029-0711　岩手県一関市大東町大原当摩 1-87

〒963-4701　福島県田村市都路町古道山口 141-3

〒029-0601　岩手県一関市大東町中川根岸 104-104

〒028-4211　岩手県岩手郡岩手町川口 36-242-3   

〒377-0814　群馬県吾妻郡東吾妻町松谷 4017-1   

〒018-4515　秋田県北秋田市阿仁前田字惣内滝ノ上 58-1　　　

〒259-1201　神奈川県平塚市南金目 227

〒225-0014　神奈川県横浜市青葉区荏田西 1-7-7

ネットワーク・所在地

21 22

Tel： 0463-58-0123　Fax： 0463-58-6314

Tel： 0463-58-6120　Fax： 0463-58-6124

Tel： 0463-58-8885  Fax： 0463-58-8876

Tel： 0463-58-8818  Fax： 0463-58-8876

Tel：027-265-6910　Fax：027-265-6911

Tel： 06-6371-9565　 Fax： 06-6371-9566

Tel： 052-446-3912　Fax：052-446-3913

Tel： 0463-93-5511　Fax： 0463-96-1171

Tel： 0463-58-8845　Fax： 0463-58-9698

Tel： 054-258-3616　Fax： 054-258-3617

Tel： 0247-61-5686　Fax： 0247-61-5689

Tel： 046-229-7755　Fax：046-229-7756

Tel： 046-227-3814　Fax：046-227-3816

Tel： 0191-38-2054　Fax： 0191-38-2055

Tel： 0277-96-2411　Fax： 0277-96-3631

Tel： 0191-77-2031　Fax： 0191-77-2339

Tel： 0247-75-3301　Fax： 0247-75-3302

Tel： 0191-74-4777　Fax： 0191-74-4778

Tel： 0195-62-9087　Fax： 0195-62-9373

Tel： 0279-67-2190　Fax： 0279-67-3185

Tel： 0186-60-7474　Fax： 0186-60-7475

Tel：0463-58-0123

Tel： 045-979-3929 　Fax： 045-979-2939
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